
テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報

安心で安全な
　暮らしのために

　皆さんの周りに、誰も住んでい
ない「空き家」はありませんか。
また、将来「空き家」になりそう
な家をご存じですか。
　近年、放置され老朽化した危険
な空き家が全国的に増加し、社会
問題となっています。空き家とい
っても個人の所有物であることか
ら、その対策を個人の責任に委ね
るしかないのでしょうか。それと
も地域社会が空き家問題を解決す
る手段を見いだせるのでしょうか。空き家問題を考える
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※住宅ストック　現在すでに建築されており、その地域に蓄積された社会的資産としての既存住宅のこと。

　
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
、

近
年
、居
住
者
が
な
く
利
用
予
定
の
な
い

空
き
家
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
の「
住
宅・土
地
統
計
調
査
」に

よ
る
と
昭
和
58
年
以
降
、空
き
家
率
は
増

加
の一途
を
た
ど
っ
て
お
り
、本
市
で
も
平

成
15
年
以
降
、全
国
の
空
き
家
率
を
上

回
る
推
移
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、１
世
帯
当
た
り
の
人
員
が
年
々

減
少
す
る
中
、老
年
人
口
比
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
、単
身
高
齢
者
数
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、住
宅
ス
ト
ッ
ク

（※

）は
昭
和
63
年
以
降
増
え
続
け
て
お

り
、新
し
い
住
宅
が
増
え
続
け
、住
み
替

え
が
進
む
と
、空
き
家
候
補
と
な
る
古
く

残
さ
れ
た
住
宅
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、空
き
家
は
私
た
ち
の
生
活
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

空
き
家
と
い
う
だ
け
で
、た
だ
ち
に
問
題

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、所
有

者
が
十
分
な
管
理
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、

次
の
よ
う
な
、地
域
へ
の
影
響
を
招
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

▽
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
倒
壊
や
、風
雨・地

震
な
ど
に
よ
る
建
築
材
の
飛
散
な
ど
に
よ

り
、近
所
の
家
や
歩
行
者
に
ぶ
つ
か
る
。

▽
窓
や
扉
が
壊
れ
て
い
る
た
め
不
審
者
な

ど
が
侵
入
し
、火
災
や
犯
罪
な
ど
の
温
床

に
つ
な
が
る
。

▽
廃
棄
物
投
棄
や
病
害
虫・悪
臭
の
発
生

に
つ
な
が
る
。

▽
樹
木
や
雑
草
が
敷
地
外
に
は
み
出
し
、

近
所
の
家
を
損
傷
し
た
り
、歩
行
者
の
通

行
を
妨
げ
た
り
す
る
。

　
ま
た
、空
き
家
の
問
題
に
は
次
の
よ
う

な
事
例
も
多
く
、解
決
に
時
間
が
か
か
る

と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

▽
所
有
者
の
特
定
が
困
難
。

▽
相
続
放
棄
な
ど
に
よ
り
相
続
人
が
確

定
で
き
な
い
。

▽
所
有
者
が
高
齢
で
、身
体
的・体
力
的

理
由
か
ら
、す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
。

　
親
戚
な
ど
身
近
な
人
が
今
は
住
ん
で

い
る
け
れ
ど
、将
来
空
き
家
に
な
って
し
ま

う
か
も
、そ
ん
な
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。実
際
、市
が
空
き
家
の
管
理
を
相

続
人
に
お
願
い
す
る
た
め
連
絡
す
る
と
、

「
ま
さ
か
自
分
が
」と
驚
く
人
が
多
く
い

ま
す
。

　
た
と
え
空
き
家
の
所
有
者
に
な
っ
た
と

し
て
も
、迷
惑
な
空
き
家
に
し
な
い
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
。次
か
ら
は
空
き
家

への
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に

増
加
し
続
け
る
空
き
家

少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に

増
加
し
続
け
る
空
き
家

他
人
事
だ
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

将
来
あ
な
た
も
空
き
家
の
所
有
者
に

空
き
家
が
及
ぼ
す

地
域
へ
の
影
響
と
課
題

空
き
家
問
題
と
向
き
合
う

空
き
家
問
題
と
向
き
合
う

　新
た
な
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
空
き

家
問
題
。本
市
で
も
、近
所
迷
惑
な
空
き
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
空
き
家
が
及
ぼ
す
影
響
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。そ
し
て
、増
え
る
空
き
家
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向

き
合
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　新
た
な
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
空
き

家
問
題
。本
市
で
も
、近
所
迷
惑
な
空
き
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
空
き
家
が
及
ぼ
す
影
響
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。そ
し
て
、増
え
る
空
き
家
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向

き
合
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

1世帯当たりの人員と老年人口比率の推移 空き家戸数と空き家率の推移 空き家の内訳住宅ストック数と世帯数のかいり

▽空き家の屋根や壁が壊
れていて、近所の家や歩行
者にぶつかってしまう。

▽繁茂した樹木で、
道路標識が見えづ
らい。 ▽道路に外壁が崩

れていたり、樹木が
はみ出したりして、
通行ができない。

▽窓や扉が壊れている、
または施錠されておら
ず、知らない人が出入り
している。

危険な空き家が及ぼす影響！

出典：国勢調査
平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

売却用5.6％売却用5.6％
賃貸用
68.4％
賃貸用
68.4％

出典：平成20年住宅・土地統計調査出典：平成20年住宅・土地統計調査
出典：住宅・土地統計調査、国勢調査、本市推計
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4昭和58年 昭和63年 平成5年 平成10年 平成15年 平成20年

空き家戸数（本市）
空き家率（本市）
空き家率（全国）

一般世帯の世帯数
1世帯当たり人員
老年人口比率

36
年

34
年

32
年

30
年

28
年

26
年

24
年

22
年

20
年

18
年

16
年

14
年

12
年

10
年

８
年

６
年

４
年

平
成
２
年

63
年

61
年

59
年

57
年

昭
和
55
年

住宅ストック数
世帯数（世帯）

2.99

10.1

152,862
167,470 180,311

194,051
210,240

12.1 14.5

16.9 19.7

2.8 2.66 2.53 2.4

10.1

10,810
14,520 16,920

23,630

33,210 31,930

8.3

10.9

9.7

11.1

9.6

12.6

12.1
13

15.6

13.1

13.8

特に、管理不全により
地域への影響が懸念
される空き家が、本市
にも約8,000戸存在
します。

その他
24.2％
その他
24.2％二次的住宅

1.8％
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特に、管理不全により
地域への影響が懸念
される空き家が、本市
にも約8,000戸存在
します。

その他
24.2％
その他
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映写機マークのある写真に、アプリ（無料）をダウンロー
ドしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットをか
ざすと、AR（拡張現実）で動画がご覧いただけます。設
定方法など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

や
知
り
合
い
に
管
理
を
依
頼
す
る
。

■
情
報
を
取
得
す
る

▽
住
宅
改
修
な
ど
で
使
え
る
補
助
制
度

な
ど
の
情
報
の
取
得
に
努
め
る
。

■
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

▽
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
し
合
え

る
人
間
関
係
を
構
築
す
る
。

▽
住
ん
で
い
る
う
ち
か
ら
、今
後
の
活
用

意
向
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
空
き
家
な
ど
の
所
在
を
把
握
し
、所
有

者
は
誰
な
の
か
、安
全
上
問
題
は
な
い
か

と
い
う
情
報
を
、地
域
で
共
有
し
、問
題

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、行
政
な
ど
と
協

力
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
市
は
管
理
が
適
正
で
な
い
空
き
家
の

所
有
者
に
対
し
、管
理
を
徹
底
さ
せ
る
と

と
も
に
、所
有
者
や
地
域
の
取
り
組
み
に

必
要
な
協
力
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
空
き
家
が
危
険
な
状
態
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、所
有
者
に
対
し
、管

理
を
義
務
付
け
る「
命
令
」を
行
い
、命

令
違
反
に
対
し
て
は
、「
氏
名
公
表
」や

「
罰
則
」を
講
じ
る
。

▽
市
民
の
生
命・財
産
な
ど
に
対
す
る
被

害
が
差
し
迫
っ
て
い
る
場
合
、危
険
を
回

避
す
る「
緊
急
措
置
」を
講
じ
る
。

▽
地
域
が
行
う
空
き
家
な
ど
の
対
策
に

関
す
る
活
動
費
の一部
を
、地
域
ま
ち
づ

く
り
組
織
に
対
し
て
補
助
す
る「
地
域
活

動
費
補
助
制
度
」や
、現
在
居
住
し
て
い

る
住
宅
ま
た
は
今
後
居
住
予
定
の
住
宅

の
改
修
を
行
う
際
の
工
事
費
の一部
を
補

助
す
る「
住
宅
改
修
補
助
制
度
」な
ど
を

行
う
。

　
空
き
家
台
帳
の
作
成
や
、所
有
者
か
ら

の
委
託
に
よ
る
樹
木
の
伐
採
や
草
刈
り

な
ど
、独
自
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る

地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、空
き
家
や
店
舗
を
活
用
し
て
、

お
し
ゃ
れ
な
お
店
や
憩
い
の
場
と
し
て
再

生
さ
せ
る「
ま
ち
づ
く
り
」と
し
て
の
取

り
組
み
も
始
ま
って
い
ま
す
。

　
危
険
な
空
き
家
の
増
加
に
も
、今
後
、

し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
、「
宇
都

宮
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び
有
効

活
用
に
関
す
る
条
例
」を
７
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
し
た
。

　
空
き
家
の
問
題
は
多
岐
に
渡
り
、所
有

者
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、地
域
全
体
の
問

題
に
ま
で
波
及
す
る
こ
と
か
ら
、所
有
者

の
責
任
を
明
確
に
す
る
だ
け
で
な
く
、行

政
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
役
割
り
に
つ
い
て

も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
で
の
自
主
的
な
活
動
へ
の

支
援
を
は
じ
め
、地
域・事
業
者
な
ど
の

連
携・協
力
に
よ
る
取
り
組
み
や
、居
住

の
促
進
な
ど
の
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
も
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
修
繕・改
修
な
ど
、所
有
者
に
よ
る
自

己
管
理
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
が
、所
有

者
だ
け
で
な
く
、相
続
予
定
者
や
ご
家
族

の
皆
さ
ん
は
、次
の
こ
と
を
心
掛
け
、問

題
を
発
生
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
今
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

■
管
理
意
識
を
高
め
る

▽
定
期
的
に
草
刈
り
や
清
掃
を
し
た
り
、

建
物
に
破
損
が
な
い
か
点
検
し
た
り
す
る
。

▽
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
合

は
、修
繕・改
修
な
ど
早
急
に
適
切
な
処

置
を
行
う
。

▽
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
は
、業
者

所
有
者・地
域・行
政
が
連
携
し
て

空
き
家
問
題
に
対
応

地
域
・
民
間
の
独
自
の
取
り
組
み

自
主
活
動
や
空
き
家
の
再
生

空
き
家
を
ど
う
す
る

空
き
家
を
ど
う
す
る

　
空
き
家
の
管
理
は
、所
有
者
の
責
任
で
あ
る
の
が
原
則
で
す
が
、実

態
と
し
て
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
発
生
し
て
お

り
、今
後
も
危
険
な
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、７
月
１
日
に
施
行
し
た「
宇
都
宮
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
及
び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」か
ら
、所
有
者・地
域・行
政
の
役

割
り
や
、地
域・民
間
事
業
者
独
自
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

所
有
者
の
皆
さ
ん
の
意
識
次
第
で

空
き
家
問
題
は
改
善
し
ま
す所有

者

情
報
の
共
有
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
み
を
始
め
ま
せ
ん
か地

　域

所
有
者
へ
の
管
理
の
徹
底
や
空
き
家

の
解
消
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す

行
　政

明保地区　　　　　　　
明るいまちづくり協議会長

島田　弘二 さん

安心して住める
　まちづくりを目指して
安心して住める
　まちづくりを目指して

地域の
取り組み

思いを受け継ぐ思いを受け継ぐ

▲長い間シャッター商店街だった通りに、次 と々新しい
店舗がオープン。きっかけを作った塩田さんの事務所も、
もみじ通りにあります。

　空き家になってしまうよ
うな古い建物の中には、

「壊した方がいいのかもしれないけれど、もしかしたら使
いたい人がいるかもしれない」と思わせるような魅力を
持つ物件があります。私たちは、そんなひとくせあるけれ
ど飛び抜けた特徴を持つ物件を発掘し、紹介しています。
すでにあるものを積極的に使っていこうという考えは、
新しいことを始めるための選択肢としてあっていいと思
います。
　今の世の中、子どもが必ずしも家を継いでくれるとは
限りません。自分の資産のその先を早めに検討する必
要があります。その時に、建物のこれまでの歴史や特長
といった「力」を生かして、ひとつひとつの「場所」を作ろ
うとする、私たちのような「思い」を受け継ごうとする「他
人」もいるのだということを知ってもらいたいです。

に取り組んでいます。
　所有者の許可を得て、塀からはみ出した木の
枝や草の手入れをしたり、空き家を住民たちの
憩いの場として再生させたりしています。また、
パトロール中も、積極的に住民に声を掛け、コ
ミュニケーションを大切にしています。

　私たちの地区では、空き家をマップに色付け
し、どの家が空き家になっているのかを把握し

た上で、台帳に空き家の詳
細を記入し、自治会全体で
の情報を共有するなど、住
民一丸となって空き家対策

▲パソコンサイトＱＲコード

空間プロデュース
ビルススタジオ
代表取締役
塩田　大成 さん

■空き店舗をリノベーション（刷新）
事例1 もみじ通り（西2・3丁目）

事例2 オレンジサロン石蔵カフェ（道場宿町）

市内民間の
取り組み

▲使われていなかった大谷石づくりの蔵をサロンに。認
知症の人を支える家族が気軽に立ち寄れる情報交換
の場として、また認知症の人が活躍する場として活用し
ています。

■空き倉庫を交流の場に再生
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映写機マークのある写真に、アプリ（無料）をダウンロー
ドしたスマートフォンまたはカメラ付きタブレットをか
ざすと、AR（拡張現実）で動画がご覧いただけます。設
定方法など、詳しくは市ホームページをご覧ください。
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取
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取
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令
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違
反
に
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は
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表
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。

▽
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の
生
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を
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掛
け
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取
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組
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を
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し
ま
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。

■
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る
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に
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や
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り
、

建
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に
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が
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か
点
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す
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。

▽
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
合

は
、修
繕・改
修
な
ど
早
急
に
適
切
な
処

置
を
行
う
。

▽
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
は
、業
者

所
有
者・地
域・行
政
が
連
携
し
て

空
き
家
問
題
に
対
応

地
域
・
民
間
の
独
自
の
取
り
組
み

自
主
活
動
や
空
き
家
の
再
生

空
き
家
を
ど
う
す
る

空
き
家
を
ど
う
す
る

　
空
き
家
の
管
理
は
、所
有
者
の
責
任
で
あ
る
の
が
原
則
で
す
が
、実

態
と
し
て
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
発
生
し
て
お

り
、今
後
も
危
険
な
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、７
月
１
日
に
施
行
し
た「
宇
都
宮
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
及
び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」か
ら
、所
有
者・地
域・行
政
の
役

割
り
や
、地
域・民
間
事
業
者
独
自
の
取
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。
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取
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明るいまちづくり協議会長

島田　弘二 さん

安心して住める
　まちづくりを目指して
安心して住める
　まちづくりを目指して

地域の
取り組み

思いを受け継ぐ思いを受け継ぐ

▲長い間シャッター商店街だった通りに、次 と々新しい
店舗がオープン。きっかけを作った塩田さんの事務所も、
もみじ通りにあります。

　空き家になってしまうよ
うな古い建物の中には、

「壊した方がいいのかもしれないけれど、もしかしたら使
いたい人がいるかもしれない」と思わせるような魅力を
持つ物件があります。私たちは、そんなひとくせあるけれ
ど飛び抜けた特徴を持つ物件を発掘し、紹介しています。
すでにあるものを積極的に使っていこうという考えは、
新しいことを始めるための選択肢としてあっていいと思
います。
　今の世の中、子どもが必ずしも家を継いでくれるとは
限りません。自分の資産のその先を早めに検討する必
要があります。その時に、建物のこれまでの歴史や特長
といった「力」を生かして、ひとつひとつの「場所」を作ろ
うとする、私たちのような「思い」を受け継ごうとする「他
人」もいるのだということを知ってもらいたいです。

に取り組んでいます。
　所有者の許可を得て、塀からはみ出した木の
枝や草の手入れをしたり、空き家を住民たちの
憩いの場として再生させたりしています。また、
パトロール中も、積極的に住民に声を掛け、コ
ミュニケーションを大切にしています。

　私たちの地区では、空き家をマップに色付け
し、どの家が空き家になっているのかを把握し

た上で、台帳に空き家の詳
細を記入し、自治会全体で
の情報を共有するなど、住
民一丸となって空き家対策

▲パソコンサイトＱＲコード

空間プロデュース
ビルススタジオ
代表取締役
塩田　大成 さん

■空き店舗をリノベーション（刷新）
事例1 もみじ通り（西2・3丁目）

事例2 オレンジサロン石蔵カフェ（道場宿町）

市内民間の
取り組み

▲使われていなかった大谷石づくりの蔵をサロンに。認
知症の人を支える家族が気軽に立ち寄れる情報交換
の場として、また認知症の人が活躍する場として活用し
ています。

■空き倉庫を交流の場に再生
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アイデア通信

空き家問題について私はこう考えます
1

2 地域（近所付き合い）として、管理不全な空き家の
発生の未然防止や問題の解消に向けて、どのよう
な取り組みができると思いますか？

空き家が管理不全とならないように、所有者はどの
ような対策を取るべきと考えますか？当てはまる全
ての番号に○を付けてください。

１ 自ら定期的に管理する
２ 業者に依頼して定期的に管理する
３ 相続させる相手や処分の方法など、今後の

意向を明らかにしておく
４ 引っ越しなど、長期不在の場合には、地域

に連絡先を伝えておく
５ その他

6

プロフィール◀あなたの意見をお寄せください　市民の皆さんか
ら、「空き家問題」についての意見・提案をお受けします。寄せ
られた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、一部を
後日、広報紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人
あてに返信しませんので、ご了承ください。
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不
審
者
が
入
っ
て
こ
な
い
か
、
不
良

の
た
ま
り
場
に
な
ら
な
い
か
な
ど
防
犯

面
を
中
心
に
、
空
き
家
に
関
す
る
法
律

相
談
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、

空
き
家
問
題
を
法
律
で
根
本
的
に
解
決

す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
も
そ
も
法
律
は
、
「
空
き
家
」
と

い
う
事
態
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
空

い
て
い
よ
う
が
空
い
て
い
ま
い
が
、
人

の
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
空
き
家
で
あ
っ
て
も
、
財
産
権
の

保
障
を
規
定
し
た
憲
法
第
29
条
、
所
有

権
の
内
容
を
定
め
た
民
法
第
206
条
に
よ

り
、
所
有
者
の
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
空
き
家
の
見
た
目
が
悪
い
・
気

味
が
悪
い
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
り
、

他
人
の
身
体
や
財
産
に
あ
る
程
度
の
危

険
が
発
生
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、

行
政
な
ど
の
介
入
も
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
所
有
者
の
権
利
が
強

く
保
障
さ
れ
る
一
方
で
、
所
有
者
は
重

い
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。

　
通
常
は
、
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
責

任
を
負
わ
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
が
、

例
外
的
に
、
民
法
第
717
条
に
よ
っ
て
、

所
有
者
に
過
失
が
な
く
て
も
所
有
物
に

よ
り
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
責
任
を

負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
無

過
失
責
任
」
と
い
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
自
分
の
も
の
だ
か
ら
何
で

も
自
由
に
し
て
良
い
訳
で
は
な
く
、
空

き
家
の
状
態
に
よ
っ
て
周
囲
に
損
害
を

与
え
た
場
合
に
は
、
被
害
者
に
対
す
る

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
空
き
家
を
き
ち
ん
と
管
理
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
空
き
家
の
屋
根

が
崩
壊
し
て
そ
の
横
を
通
り
か
か
っ
た

人
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

巨
額
の
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
空
き
家
だ
か
ら
と
い
っ
て
管
理
を
し

な
く
て
も
良
い
訳
で
は
な
く
、
周
囲
に

迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
程
度
の
管
理
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
大
地
震
や

予
測
不
可
能
な
自
然
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
る
中
、
空
き
家
に
よ
る
損
害
が

発
生
す
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
空
き
家

と
い
え
ど
も
所
有
権
に
よ

り
保
障
さ
れ
る
た
め
、
実

際
に
空
き
家
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
な
け
れ
ば
対
応

は
難
し
い
の
が
現
状
で
し
た
。
し
か
し
、

「
宇
都
宮
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
及

び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」
の
よ
う

に
、
空
き
家
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る

前
に
行
政
が
所
有
者
の
同
意
な
く
必
要

な
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
代
執

行
」
な
ど
の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
条
例

が
全
国
的
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
代

執
行
は
所
有
権
へ
の
侵
害
の
程
度
も
少

な
く
な
い
た
め
、
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
と
共
に
、
所
有
権
を
強
く
保
障
す
る

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
流
れ
か
ら
、
所
有

物
を
適
切
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
る
と

い
う
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
空
き
家
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
、
何

か
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
何
か

が
起
こ
る
前
に
、
所
有
者
と
し
て
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
道
路
の
草
刈
り

を
自
治
会
で
行
っ
た
り
、
所
有
者
や
行

政
に
必
要
な
対
応
を
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
で
も
自
治
会
や
行
政
が

や
っ
て
く
れ
る
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
人
生
設
計
の
中
に
今
住
ん
で
い
る
家

の
将
来
は
入
っ
て
い
ま
す
か
。
生
活
ス

タ
イ
ル
や
子
ど
も
の
考
え
方
は
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
空
き
家
問
題
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
住
ん
で
い
る
う

ち
に
家
族
で
将
来
の
設
計
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
周
り
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
管
理

し
た
り
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
提

供
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
相
談
を
周
囲
に
す

　
自
治
会
で
皆
さ
ん
と
月
に
１
度
の
定

期
清
掃
を
し
て
い
る
中
で
、
雑
草
が
生

い
茂
り
通
学
路
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
た
り
、
木
の
枝
が
伸
び
て
電
柱
に
絡

み
そ
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
空
き
家

が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
、
重
大
な
事

故
や
事
件
に
発
展
す
る
前
に
何
と
か
し

よ
う
と
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
ど
こ
に
ど
ん
な
空
き
家
が

あ
る
の
か
を
自
治
会
で
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
雑
草
が
生
い
茂
り
通
学
の
支
障

る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
の
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
あ
ま
り

話
し
た
こ
と
も
な
い
人
か
ら
突
然
お
願

い
さ
れ
た
ら
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
同
じ
で
す
。
「
あ
の
家
だ
っ

た
ら
力
に
な
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
や

は
り
あ
り
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
ま
ち

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
立
ち
向
か

え
る
魅
力
的
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
地
域
と
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
が

な
い
人
も
、
ま
ず
は
地
域
の
行
事
や
お

祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

何
か
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
な
く

何
か
が
起
こ
る
前
に

過
失
が
な
く
て
も
責
任
を
負
う

所
有
者
の
無
過
失
責
任

法
的
に
守
ら
れ
る
所
有
権

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に

住
ん
で
い
る
う
ち
か
ら

家
の
将
来
を
話
し
合
う

空き家問題を考える空き家問題を考える
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送付先
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▲携帯サイト用
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は
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現
状
で
す
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は
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空
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と
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う
事
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を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
空

い
て
い
よ
う
が
空
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て
い
ま
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財
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。

　
し
か
し
、
何
で
も
自
治
会
や
行
政
が

や
っ
て
く
れ
る
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
や
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
人
生
設
計
の
中
に
今
住
ん
で
い
る
家

の
将
来
は
入
っ
て
い
ま
す
か
。
生
活
ス

タ
イ
ル
や
子
ど
も
の
考
え
方
は
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
空
き
家
問
題
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
住
ん
で
い
る
う

ち
に
家
族
で
将
来
の
設
計
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
周
り
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
管
理

し
た
り
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
提

供
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
相
談
を
周
囲
に
す

　
自
治
会
で
皆
さ
ん
と
月
に
１
度
の
定

期
清
掃
を
し
て
い
る
中
で
、
雑
草
が
生

い
茂
り
通
学
路
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
た
り
、
木
の
枝
が
伸
び
て
電
柱
に
絡

み
そ
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
空
き
家

が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
、
重
大
な
事

故
や
事
件
に
発
展
す
る
前
に
何
と
か
し

よ
う
と
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
ど
こ
に
ど
ん
な
空
き
家
が

あ
る
の
か
を
自
治
会
で
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
雑
草
が
生
い
茂
り
通
学
の
支
障

る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
の
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
あ
ま
り

話
し
た
こ
と
も
な
い
人
か
ら
突
然
お
願

い
さ
れ
た
ら
抵
抗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
同
じ
で
す
。
「
あ
の
家
だ
っ

た
ら
力
に
な
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
や

は
り
あ
り
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
ま
ち

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
立
ち
向
か

え
る
魅
力
的
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
地
域
と
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
が

な
い
人
も
、
ま
ず
は
地
域
の
行
事
や
お

祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

何
か
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
な
く

何
か
が
起
こ
る
前
に

過
失
が
な
く
て
も
責
任
を
負
う

所
有
者
の
無
過
失
責
任

法
的
に
守
ら
れ
る
所
有
権

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に

住
ん
で
い
る
う
ち
か
ら

家
の
将
来
を
話
し
合
う

空き家問題を考える空き家問題を考える



テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報

安心で安全な
　暮らしのために

　皆さんの周りに、誰も住んでい
ない「空き家」はありませんか。
また、将来「空き家」になりそう
な家をご存じですか。
　近年、放置され老朽化した危険
な空き家が全国的に増加し、社会
問題となっています。空き家とい
っても個人の所有物であることか
ら、その対策を個人の責任に委ね
るしかないのでしょうか。それと
も地域社会が空き家問題を解決す
る手段を見いだせるのでしょうか。空き家問題を考える

差出有効期間
平成 年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局
承　　認

3269
28

15
8

（受取人）
　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）
　宇都宮市総合政策部広報広聴課

行

年齢　　　　　 歳
差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年4回編集します。 

前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス前回の広報うつのみやプラス
　前回の広報うつのみやプラス「大谷」
に対して76人の市民の皆さんから意
見をいただきました。代表的なものを
紹介します。前回のテーマ

再発見
大谷の魅力 大谷石のある暮らし

　大谷石は、家の塀や倉庫の建
材として使われていたり、休憩
場所の腰掛けとして使われたり
しているなど、私たちの生活の
中に、さまざまな形で溶け込こ
み、親しまれています。

石のまち大谷
　大谷地区は、地下採掘場跡がある大谷資料館・
平和観音・大谷景観公園など多くのスポットがあ
り、自然の中に歴史や文化を感じられる日本有数
の景勝地です。
これからの大谷へ
　大谷石の加工技術や職人としての思いなどを次
の世代に伝えていくことや、地元の人たちが大谷
のすばらしさに誇りを持ち、訪れた人たちに対す
るおもてなしの気持ちが、これからの大谷の発展
に必要ではないでしょうか。

「再発見　大谷の魅力」の概要「再発見　大谷の魅力」の概要「再発見　大谷の魅力」の概要

■歴史や文化の話ができるドライバーがいる観光タク
シーを駅前に設け、大谷には、コースター・ペン皿・壁
掛けのような物を作る体験コーナーを設ける(上戸
祭4丁目・60代)。

■大谷石を使ったものづくり体験教室の充実(上戸祭
2丁目・70代)。

■映画撮影の誘致など、全国のメディアを使って観光
スポットとしての知名度を高くする(豊郷台2丁目・
30代)。

■大谷石の採掘跡は観光名所になり得るので、観光面
での整備と、東京と本県周辺へのPRの実施(旭2丁
目・70代)。

■地元の人のおもてなしの心。旅行会社にツアーを組
み込んでもらう(瑞穂1丁目・60代)。

■大谷観音・景観公園・大谷寺といった中心スポット近
辺に、若者に受ける喫茶店(カフェ)・レストランなど
の飲食店があると良い。森林公園とタイアップして、
サイクリングの人たちの休憩ポイントとして、アピー
ルする(鶴田1丁目・60代)。

■周辺の環境整備と周辺の野菜やフルーツを使った
おいしい食べ物を提供するレストランやカフェ・販売
所の誘致や、石を素材にしたモダンな工房の誘致
(清住2丁目・60代)。

■その他の主な意見   
　▽大谷周辺の観光スポットに「道の駅うつのみやろ

まんちっく村」を入れ、そこに「湯処あぐり」も入れ
る(旭2丁目・70代)。

　▽もっと大谷の魅力を高める景観づくりと、そこま
で行けるような導き方をPRする(下栗町・40代)。

　▽地元の人が楽しめるイベントを定期的に開き、根
付かせる(西刑部町・30代)。

（2）大谷に多くの観光客が来るために必要なことは何だ
と思いますか。 

（1）どのような取り組みがあると「大谷に行ってみたい」
と思いますか。(複数回答可)

食事やスイーツ、お土産などを
提供する飲食店などの充実

大谷の見所を巡ることができる
マップなどの充実

大谷周辺のお薦め観光スポットなどを
組み合わせたツアーの実施

バスなどの公共交通機関の充実

ガイド案内付き大谷ウオーキング
ツアーの実施

自動車で行く場合の駐車場の充実

大谷地区を周遊する
レンタサイクルの整備

スマートフォンなどを用いた
情報発信の充実

その他

53

40

36

31

26

25

25

14

64


